
■ 資料の受入
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日本加速器学会編集委員会資料、 KEK定期組合総会資料、他 （9月17日受入）
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2019年11月1日 KEK史料室 編集・発行

福本貞義氏資料。講演資料、シンポジウム、国際会議資料、講演スライド・OHPシート、
直筆ノート、他。（10月18日受入、B4サイズ保管箱 8箱。整理中）

■ 資料の利用等

資料の利用については、「資料の利用について」および「史料室利用要項」をご確認ください。

資料の利用について：https://www.kek.jp/ja/SocialContribution/ArchivesOffice/
史料室利用要項（PDF） http://www2.kek.jp/archives/services/siryousitsu_riyou.pdf

来室利用（9月5日）
利用者：KEK職員。利用資料：田中治郎氏写真。利用方法：閲覧。

来室利用（10月9日）
利用者：KEK職員。利用資料：KEK航空写真。利用方法：閲覧。

■ 資料目録の公開

理論センター秘書室からの資料（531点）。主に講演資料（東京大学原子核研究所 冬期理
論研究会、KEK理論研究会「Bの物理とその周辺」「CP非保存とその起源」「超弦理論の
ダイナミクス」、5th Nishinomiya-Yukawa Memorial Symposium、XIV International
Symposium Lepton and Photon Interactions、Workshop Superstrings and
Conformal Field Theories、SLAC Summer Institute Lepton-Hadron Scattering
Summer School、基研の運営について、他）

・下記の資料目録を「高エネルギー加速器研究機構アーカイブズデータベース」へ追加しました。

URL:https://www.i-repository.net/il/meta_pub/G0000093KEK

第1～26回KEKコンサート資料（コンサートのちらし、プログラム、写真、ネガフィルム等）

https://www.kek.jp/ja/SocialContribution/ArchivesOffice/
http://www2.kek.jp/archives/services/siryousitsu_riyou.pdf
https://www.i-repository.net/il/meta_pub/G0000093KEK
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■ 第7回 KEK史料室談話会 開催報告

「第7回 KEK史料室談話会」を下記要領にて開催しました。

テーマ： 「数理科学の発展を基礎づけた物理数学の巨匠たち」

講師： 藤田 宏 氏（東京大学 名誉教授）

日時： 2019年10月23日 14:00～15:30

会場： KEKつくばキャンパス 研究本館3F 322号室

■ KEK一般公開 史料室展示報告

KEK一般公開（9月1日開催）において、史料室では「KEK一般公開の歴史」と題した展示を行いました。
これまでの一般公開パンフレット・ウェブページ・記念キーホルダー・写真等、KEK一般公開の歴史年表

（A0サイズ・8面）等の展示のほか、史料室で作成した各種パンフレットや一般公開限定うちわの配布を
行いました。

KEK史料室だより（2019年9-10月）
編集・発行：KEK史料室
発行日：2019年11月1日
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■ その他

日本展示学会 2019年度展示論講座へ参加しました。（9月13～15日、会場：放送大学本
部（千葉）、中村）

令和元年度第2回自然科学系アーカイブズ研究会の準備を、核融合アーカイブ室とともに進
めています。開催予定日：2019年12月18～19日、会場：核融合科学研究所。

要旨：

数学と諸科学との連携を大事にする数理科学の推進運動が日本では前世紀の半ばに初めて盛り上がりを見せた。 その

運動は東大では弥永昌吉、京大では秋月康夫を筆頭に数学者主導であったが、理工学系の研究者の多くが協力した。

東大物理学科には山内恭彦、今井功、高橋秀俊、加藤敏夫などの数理物理学の俊英が集まり、 具体的な推進を行うと

ともに方法論的な見識をもってその後に様々な広がりを示す数理科学の基盤的役割に指針を与えた。

その所以を、講演者の数理科学の方法論についての持論「概念と方法が応用数理の主柱である」に基づいて考察した

い。さらに、講演者自身が関数解析の手法によって非線形問題に数理科学的に取り組んだ体験、また、身を以って感じ

取った数理科学・応用数理の日本スクールの発展のウネリを、人の繋がりの妙について感じたことを語っていただく。

そこでの目玉は、物理数学の人材育成・伝統止揚の実を挙げ、全国的な盛り上がりの原点となった「寺澤寛一創設の

‘物理数学’の拠点、力学教室」の回想である。

http://www2.kek.jp/archives/

	ｼｰﾄ #1
	ｼｰﾄ #2

